
地域防災拠点運営委員会委員研修

令和４年７月22日（金）

令和４年７月23日（土）
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1. 基本事項

2. 開設準備

3. 感染症対策

4. 障害のある方への対応について

5. 各班の役割

6. 今年度実施してもらいたいこと

7. その他（情報提供）
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本日の流れ



１ 基本事項
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地域防災拠点は
いつ開設するの？
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横浜市内１か所で

震度５強以上の
地震が発生した時に
地域防災拠点を開設

※被害の有無に関わらず開設します。
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地域防災拠点って
どういうところ？

地域防災拠点に
避難する人って誰？
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◆ 地域防災拠点の機能

１ 指定避難所（避難所）
自宅に住むことができなくなった住民が避難生活を行う場所

２ 物資配布・情報受伝達拠点
避難者、在宅避難者が物資や情報を入手する場所

３ 住民による救出・救護活動拠点
住民による救出・救護活動を行う拠点

４ 資機材・食材・飲料水等の備蓄
防災資機材、食料、水、生活用品等を備蓄
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◆ 主な備蓄物資
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品目 数量 品目 数量

備蓄食
クラッカー 1000食 粉ミルク/ほ乳瓶 20缶/40本

保存パン 1000食 水缶詰（350ml） 2000缶

トイレ関係

トイレパック 5000セット トイレットペーパー 192巻

ハマッコトイレ ５基 組立式仮設トイレ
和式１基

洋式１基

救助資機材
発電機

小学校８台

中学校７台
投光器 ５台

エンジンカッター ２台 油圧ジャッキ １台/５台

燃料 灯油 10ℓ ガソリン ９ℓ

生活資機材

移動式炊飯器

（小学校）
１台 アルミブランケット 240枚

ガスかまどセット

（中学校）

２台
毛布 100枚



◆ 運営委員会の役割と主な活動

平常時
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災害発生時

• 発災時における課題等の確認

• 区役所や防災関係機関と連
携した実践的な拠点訓練の計
画・実施

• 町の防災組織と綿密に連携し、
訓練や研修などに多くの住民
が参加できる環境の整備

• 地域防災拠点の開設
• 避難所への誘導、作業分担の
割り当て

• 安全かつ秩序ある避難生活
の確保

※震災時の拠点運営は、地域防
災拠点運営委員会が中心とな
り、避難者全員で協力して行う

災害発生時に地域の支え合い・助け合いにより自主的な
避難所運営がなされ、安全かつ秩序ある避難生活ができ
るよう、地域住民の相互協力による防災活動の促進を目的



２ 開設準備
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拠点に集まって、
まず何をするの？
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防災備蓄庫から

・ 点検用資機材
・ 救助資機材 を出します。

【点検用資機材】
ヘルメット、確認表１・２、ライト、バインダー
【救助資機材】
バール、ジャッキ、担架 など
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次にやることは、

施設の点検です。
建物の被害状況を確認し、避難
者を受け入れられる状況かを判
断します。

⚠点検は２人以上で実施
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① 学校周辺、体育館、トイレ等の損壊の有
無について確認票１・２【資料１】を用い
て確認（内観＆外観）

※危険な場所は立入禁止等の表示をする

② ライフライン（電気・電話・上下水道）の
使用可否の確認

※スイッチの入切、水を流す等の方法で確認
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施設点検の結果・・・

開設可能と判断

→ 避難者受入準備を行う。

開設不能と判断

→ 区役所に連絡し、指示を待つ。
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開設可能な場合、次は、

避難者の受入れ準備です。

・ トイレ対策
・ 避難者スペースの区割り
・ 受付準備
・ 立入禁止場所の表示
・ ペット受入れ場所設置
・ 仮救護所の設置

※人手が足りない場合は既に避難して
きている人たちに協力を求めてください 16



まずは

トイレ対策です。
（人手が多ければ他の準備と同時進行でもOK）

＜ One point ＞

避難所に入ってすぐトイレに行く人もいます。

トイレが汚くなってからでは手遅れ。

特にトイレの使用優先順位について確認し

ておきましょう。（資料２）
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避難所トイレの使用優先順位

優先①
• 学校トイレの被害なし
• 断水なし

学校の水洗式トイレ
※ハマッコトイレ （余裕ができたら）

YES

優先②
• 学校トイレの被害なし
• 断水あり

学校の水洗式トイレ（水をくんで！）
※ハマッコトイレ （余裕ができたら）

YES

優先③
• 学校トイレの被害なし
• 下水管に異常あり

学校トイレにトイレパックを設置
※使用済みトイレパック集積場所を設ける
※ハマッコトイレ （余裕ができたら）

YES

① ハマッコトイレ
② 汲み取り式トイレ を設置・使用する
※ 「トイレ使用禁止」の張り紙

いよいよ最後・・・
• 学校トイレの被害あり
• トイレパックがない

YES

NO

NO

NO
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①目視で壁、天井に大きな亀裂などがない
かを確認

②断水状況の確認（上水道の蛇口確認）

→トイレを流しての確認は×

必ず上水道で確認を！ ※次のスライドで説明します

③排水管の確認（水を流してみる）

→下の階から確認を！

何か異常があればすぐに使用禁止 19

トイレの点検方法



トイレ点検時のポイント

断水状況の確認は必ず上水道の蛇口で確認！

学校のトイレ用水が「高置水槽」の場合、タンク内の水
の残量で一定期間はトイレを流せてしまう可能性有り

断水・停電している場合はバケツに水を汲んで実施！

「高置水槽」の場合は上水道が使えても、停電により水
を高置水槽へポンプアップできず、使用できなくなる場
合がある
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トイレ対策例
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トイレ対策例（手洗い・消毒）



◆ 避難者スペースの区割り

避難者同士の間隔

• できれば２ｍ以上、少なくとも１ｍ空ける

• 症状がある人、濃厚接触者の専用スペースも
同様に２ｍ以上、少なくとも１ｍ空ける
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最低１ｍ



体育館（一般避難者）レイアウト例
1.8×1.8m（レジャーシート全開）

２～３人家族のスペースを想定
（４人以上の場合は２区画をつなげて使用）

1.8×0.9m（レジャーシート２つ折り）
単身世帯のスペースを想定
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◆ 避難者スペースの区割りのポイント

要援護者、授乳室、発熱などの有症状者な

どを受け入れる、専用スペース（教室等）を

別に指定します。
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◆ 避難者受付の設置

設置場所

夜間、停電発生、雨天時といった様々な状況を
考慮した場所に設置する

受付スタッフ

• 受付スタッフは感染症防止対策を行うこと

（マスク、フェイスシールド等）

• 交代要員を確保すること
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【受付１】
①検温チェック等

③専用スペースへ

【受付２】
②避難者カードの

記載等

【受付３】
②症状等の確認

③一般避難者用
スペースへ

体調に不安がある方
発熱等の症状がある方

体調に不安がない方
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【受付レイアウト例】

※受付の列はできるだけ２m
間隔で並ぶように案内



受付問診票
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【表】 【裏】



◆ 校舎内の表示

活用する教室や立入禁止区域の表示を行います。

※学校再開の観点からも校舎の使用は必要最低
限とします。
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開設運営スターターキットや立入禁止テープなど
を使用します。



◆ 仮救護所の設置

受入れ開始前に救出救護班等により救出さ
れた負傷者に応急処置を行う場所です。

資機材：ブルーシート、救急箱、毛布等

※ 必要に応じて設置してください。
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◆ ペット受け入れ場所の設置

避難者とペットの住み分けが必要です。
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＜One Point＞
・ペットを飼育していない人と
接触しない場所

・立入制限がかけやすい場所

・直射日光や雨風のあたらな
い場所

・鳴き声や臭いの影響の少な
い場所

などなど…



開設までの流れ（おさらい）

1 備蓄庫前に集合

2 点検用・救助用資機材の準備

3 施設の点検

４-1 開設可能 4-2 開設不可

5-1 受け入れ準備 5-2 区本部へ報告

【実施事項】
・ トイレ対策 ・ 避難者スペースの区割り ・ 受付準備
・ 立入禁止場所の表示 ・ 仮救護所の設置 ・ ペット受入れ場所設置

6 準備完了 32



ここまでは班による活動ではなく

集まった人、全員で活動します。

時間がかかっても開設準備が

完了するまでは原則、避難者の

受入れはしません！
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避難者を受け入れる準備が
整ったら、各所（受付、体育館
等）にスタッフを配置して避
難者の受入れを行います。

※原則、この段階までに避難者が来た場合
は、校庭などで一時待機をお願いします。
（設営準備の手伝いを頼むのもありです）
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３ 感染症対策

35



◆ 感染のリスクを減らすためにも
区民の皆様にお願いしている事項

感染防止のためにも在宅避難の推奨

最低３日分の備蓄品（食料・飲料・生活用品）の準備

避難所・避難所以外の避難先の確保（親戚や友人の
家など）

避難するときはマスク・体温計等を非常用持出袋にい
れ、自身の健康状態を把握
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◆ 発熱等の有症状者専用スペースの確保

発熱等の有症状者を隔離するための専
用スペースを確保しておくことが望まし
いです。

一般の避難者と、生活動線を分けるよう
にしましょう。
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◆ 発熱等の有症状者への対応

• 不要かつ長時間の接触の禁止

• マスクやフェイスシールド、使い捨て手袋を着用

• 配膳方法の工夫

• 感染性の廃棄物の分別処理
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運営上注意すべき点
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• 「一般のごみ」と「感染性の廃棄物※」を分ける

• 感染性の廃棄物はゴミ袋を二重にする

• 直接手で触れない、ごみ収集をするときは必ずマ
スク、手袋等を着用

※感染性の廃棄物とは

・症状のある避難者が出すゴミ全般

・一般の避難者が使用した使用済みのマスク、ティッシュ、

手袋など（唾液、鼻水等が付着したもの）
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◆ ごみの処理



• 検温や避難者同士での体調確認を毎日実施
※様式５「健康チェックシート」を活用

• 区本部による定期的な巡回等を通し、避難者
の症状・兆候の有無について健康観察を実
施します。

※特定の症状が発生した場合には職員（拠点
動員職員等）に報告してください。
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◆ 健康観察等の実施



◆ その他

• 清掃

（避難スペース、トイレ、ゴミ捨て場など）

• 物資の受入・配布

（備蓄物資、救援物資の整理、配給など）

• 治安維持

（拠点内の防犯パトロールなど）

運営委員だけで行うのではなく避難者にも
協力を得て皆で行うようにしましょう。
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避難者受入初期の段階では
食料・飲料水（炊飯含む）の
準備は不要です。

ある程度落ち着いてから避難者
の手を借りて備蓄庫から取り出し
ましょう。
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＜ One point ＞



４ 各班の役割
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◆ 地域防災拠点

• 庶務班

• 情報班

• 食料物資班

• 救出救護班

• 学校再開準備班
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◆ 庶務班

(1) 拠点開設・運営に関する総合調整

(2) 区本部との各種連絡、調整に関する事項

(3) 会議の開催に際する事務局

(4) ボランティアの受付、その他対応

(5) 拠点の秩序やルールに関する事項

(6) 在宅被災生活者の支援調整に関すること

(7) その他、他の班に属さない事項
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(2) 区本部との各種連絡、調整に関する事項

・ 開設、閉鎖連絡

・ 物資等の要請
食料物資班がリスト化したものを区本部へ要請

・ 避難者の健康維持
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◆ 庶務班



(5) 拠点の秩序やルールに関する事項

・ 避難者の役割分担
（清掃、物資の整理、食事、物資の配布など）

・ 健康管理の励行

・ トイレの使用方法（断水時）

・ 防犯パトロールの協力

・ 拠点の時間割（起床、食事、消灯など）
49

◆ 庶務班



(6) 在宅被災生活者の支援調整に関すること

救援物資や、支援が必要な在宅避難者の

情報について相互に情報を共有する。必要

に応じて区本部に支援を要請する。
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◆ 庶務班



◆ 情報班

(1) 避難者受付

(2) 各種情報集計（避難者、被害等）

(3) 避難所内、地域への広報
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(２) 各種情報集計（避難者）

・避難者数集計表の作成

（様式第５号）

・負傷者等の情報を負傷者等連絡票に取りまとめる

（様式第９号）

・避難カードを基に避難者リストを作成

（様式第16号）
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◆ 情報班



(2) 各種情報集計（被害等）

・地震

・救援物資

・医療機関

・住民の安否

・ライフライン

・公共交通機関

・ボランティア

・応急仮設住宅

・義援金等の支援 53

◆ 情報班

に関する情報
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◆ 食料物資班

(1) 備蓄物資・救援物資の管理・配布

(2) 拠点内のトイレ対策

トイレの使用方法について

(3) 拠点内の衛生管理対策

ごみ対策、清掃

(4) 拠点内の炊事関係
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◆ 救出救護班

(1) 倒壊建物等からの救出

(2) 負傷者の初期手当

(3) 拠点内の防犯パトロール

(4) 地域と連携した防災・防犯活動
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・運営は運営委員の方だけで行うものでは

ありません。

・避難してきた人も含め全員で協力しながら

運営をしましょう。

・運営委員会の方だけが頑張りすぎて疲労

しないことが大事です。
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◆ 地域防災拠点の運営について



５ 今年度実施してもらいたいこと
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① 開設運営マニュアルの整備

② 訓練の実施

③ 備蓄庫の整備

64



65

• 基本事項
• タイムライン
• 各班のマニュア
ル

マニュアル内容

• イメージの共有
•具体的な活動
•引継書としても使
える

① 開設運営マニュアルの整備



② 訓練実施について
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『開設・避難者の受入れ』に焦点を当て、訓練を実施して

ください。

【参考資料】

・地域防災拠点開設運営マニュアル

・泉区地域防災拠点訓練実施要領

※ コロナ禍なので運営委員会のみの実施でもOK！



◆ モデル訓練

6
7

開設から避難者の受入れまでを実災害規模で行う

モデル訓練を行います。

１月に領家中学校で実施予定です。

各拠点からも２名程度参加してもらう予定です。



訓練計画

訓練

振り返り

調整
整備

◆ 年間の活動イメージ

68

・運営体制の強化
・マニュアルの修正
・資機材の購入
・備蓄庫整理
・必要な訓練

etc..

・地域防災拠点開設運営マニュアル

・泉区地域防災拠点訓練実施要領

・運営上の問題点
例）受付場所、区割

人員の配置

・不足資機材



◆ 泉区地域防災拠点訓練実施要領の使い方について
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「集合から受入れ」までを
３つのステップに分けていま
す。

ステップ毎に訓練メニューが
設けてありメニューを選び、
訓練を組み立てていきます。

◆ 開設の流れ

70



◆ 内容について～例：STEP３（避難者受入）
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・訓練計画の雛形

・訓練タイムスケジュール

・訓練当時のあいさつ文例

・訓練時のグループローテーション表

ぜひ活用してください！

◆ その他
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＜ One point ＞
資機材の用途、使用のタイミングを考慮した収納
レイアウトにすることで発災時の活動がスムーズ
になります。

③ 備蓄庫の整理 【資料●】

73
【R04.6 緑園学園実施状況】



【参考イメージ】

用途 資機材

拠点開設準備（施設点検等）
黒アタッシュケース
（確認票１・２、被害情報収集票、バインダー）、防災ラジ
オ、立入禁止テープ

倒壊建物からの救助活動等
エンジンカッター、油圧ジャッキ、ヘルメット、ヘッドライト、
てこ棒、バール、のこぎり、
スコップ、ワイヤーカッター、担架、救急箱

施設等の被害状況に応じて

ＬＥＤランタン、ＫＢライト（手回し充電ライト）、トイレパック、
バケツ（10ℓ）、防災無線電話機
（黒電話）、発電機、投光器、電源コードリール、グランド
シート（ブルーシート）

◆ 発災初期に必要となる資機材
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【参考イメージ】

用途 資機材

避難者受付で必要となる資機材 感染症対策資機材、避難者カード、筆記用具、ビブス

避難所内で必要となる資機材 毛布、アルミブランケット、レジャーシート

施設等の被害状況に応じて必要
となる資機材

特設公衆電話用電話機

◆ 拠点開設段階から必要となる資機材
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【参考イメージ】

用途 資機材

避難者用の食料 水缶詰、クラッカー、保存パン、おかゆ、スープ、粉ミルク

避難所内で必要となる資機材 衛生用品、仮設トイレ、炊飯用品、おむつ

その他 炊飯用資機材、応急給水用資機材

◆ある程度時間が経過してからでもよい資機材
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＜参考＞
燃料（ガソリン・白灯油・混合燃料・ガスボンベ）は管理・更新がし
やすくなるよう、燃料ＢＯＸへの収納をお願いします。

※ 燃料の保管量については、少量危険物届出不要の範囲で
備蓄をお願いします。【資料４参照】

◆床置き

用途 資機材

移動しやすい資機材
リヤカー、車いす、移動式炊飯器、軽可搬式ポンプ、
燃料BOX、ハマッコトイレ用ポンプ、仮設トイレ
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６ その他（情報提供）
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今年度の講習会会場及び日程【資料５】

 生活資機材取扱リーダー：仮設トイレ、移動式炊飯器、応急給水栓

 救助資機材取扱リーダー：エンジンカッター、ジャッキ、発電機、投光器な
ど
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横浜防災ライセンス資機材取扱講習会

検索横浜防災ライセンス事業

回 開催日 会場 住所 申込締切（必着）

１ 令和４年10月29日（土） 牛久保小学校 都築区 令和４年９月30日（金）

２ 令和４年11月26日（土） 平沼小学校 西区 令和４年10月28日（金）

３ 令和４年12月10日（土） 平戸小学校 戸塚区 令和４年11月11日（金）

４ 令和５年２月11日（土） 桜岡小学校 港南区 令和5年1月13日（金）



• 防災よこはま

• 新型コロナウィルス感染症を

踏まえた災害時の避難

• 「地域防災拠点」開設・運営

マニュアル

• 男女のニーズの違いに配慮した

対策

• 地域防災拠点と町の防災組織

との連携 etc…
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参考動画

検索横浜市 動画で防災を学ぼう



本日の研修資料について

研修終了後、以下のURLに資料を掲載します。

各拠点運営委員会の参考資料としてご利用ください。

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/izumi/

kurashi/bosai-bohan/saigai/kyoten_kensyu.html
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検索泉区 地域防災拠点運営委員会委員研修

https://www.city.yokohama.lg.jp/izumi/kurashi/bosai-bohan/saigai/kyoten_kensyu.html
https://www.city.yokohama.lg.jp/izumi/kurashi/bosai-bohan/saigai/kyoten_kensyu.html
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おしまい

泉区役所総務課防災担当
電話：045-800-2309
FAX：045-800-2505
メール：iz-bousai@city.yokohama.jp


